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「 iBooksAuthor1」 は、 iPad のデジタノレコンテンツのビュヮーアプリケーション
「 iBooks」のコンテンツを作成するために、アップル社が開発したフリーウェアのア
プリケーションである。教員が手軽に Multi-Touch book を開発できるように作られ、
欧米では iBooks 用のデジタル教科書のダウンロード購入が可能である。本報告では、
iBooks Author を用いた数式表現の可能性について紹介する。なお本報告では、 2012
年 10月 23 $B$ [こアップデートされた iBooks Author 2.0で追加された機能についても
補足する。 また、 iBooks Author を用いた動向について触れる。

1 はじめに

iBooks Author は、2012年 1月 19日にアップルが教育向けのスペシャルイベント
で発表した Multi $-$Touch ブック (マルチタッチブック) 制作環境で、教員が手軽にデ
ジタル教科書を制作できる無料の Mac 用ソフトゥェアである。 アップルは、 iBooks
Author で出力したコンテンツ (拡張子．iBooks)をマルチタッチブックと呼んでいる。
マルチタッチブックはアップル社の携帯情報端末 $iPad$ のデジタルコンテンツビュー

ワーである iBooks を使い閲覧する。欧米の一部の国では、作者が Apple id を所有し
ていれば、作成したマルチタッチブックを iBooks Authorから直接アップルの iTunes
Store にアップロードしてインターネット上で販売することが可能である。 また、

2012年 1月 19日の教育向けイベントで発表された iTunes $U$ の配信者の規制を引き
下げたことで、教員が iTunes $U$ を通じてマルチタッチブックを iTunes $U$ の登録者

に配信することも可能である。
iBooks Author の特徴は、ワードプロセッサー並の操作で手軽にコンテンツ制作が
できる点にある。 iBooks Author の操作やインターフェースは、アップル社のワード

1 iBooks Author, htt$p^{;/\int}www$ . apple. $com/j_{P}\int ibooks-author/$
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プロセッサー 「$Pages$」 と共通する部分が多い。 デジタルブック特有の動画像や音声

などのコンテンツは 「Widget」 (以下ウィジエットと表記する) と呼ばれるツールを

用いて設定を行う。 iBooks Author のウイジエットはバージョン 2.0では、 バージョ

ン 1.0までの 7種類から 9種類に増えた。 その中の一つである 「HTML ウイジエッ

ト」 は、 他のウィジェットにはない特徴がある。 HTML ウイジェットには、一般の

Web アプリケーションと同様の構成となるダッシュボードウィジエットを埋め込む

ことでインターネット上の各種サービスと連携することが可能であり、Multi Touch

ブックに拡張性をもたらすものである。 今回我々は、 HTML ウイジエットを使いイ

ンターネット上の数式表現サービスと連携して数式画像をウイジェット内に表示す

る試みを行った。 iBooks Author の拡張事例として概略を紹介する。

2 HTML ウィジエット
HTML ウィジェットに取り込まれるのは、$OSX$ のデスクトップ環境に様々な情報

を表示する Dashboard ウィジェットである。 その基本構造は、Web ブラウザー上で

稼働する HTML ファイルと JavaScript が基本となる。我々が確認したところによれ

ば、 $iPad$ の iBooks 上では HTML5が利用可能である。 iBooks が Web ブラウザー

であると考えると理解しやすいだろう。 アップルから公式資料は無いがはないが、

Web ブラウザー 「 $Safari$」 と同じく Webkit をベースにしている可能性が高い。

Dashboard ウィジェットの主な基本構成要素は以下の通りである。 これらを 1つ

のフォルダに収め拡張子を 「．wdgt」 のパッケージとすることで、Dashboard ウイジ

ェットとして機能する。

info.plist: ウィジェットの情報定義ファイル

Default.Png: ウィジェットのサムネイルイメージ

Icon.Png: ウイジエットのアイコン

main.html: ウィジェットの本体 html

ほかに、 一般的な web アプリケーションで用いられている CSS. iquery、 iquery

Mobile などのフレームワーク環境を配置しても問題なく稼働する。 したがって、 こ

れらはテキストエディターがあれば開発可能だが、アップルは Dashcode と呼ばれる

独自開発環境も無料で提供している。 ここでは、 Dashboard ウイジェットで使用さ

れている HTML や CSS 、
フレームワークなどの全体構成を示すために Dashcode を

用いた Dashboard ウィジェットの開発事例を図に示す。
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図 1 Dashcode で開発している Dashboard ウィジェットの例

2.1 数式表現サービスとの連携
当初、iBooks Author 1.0では数式表現が扱えない構造となっていた。そこで我々は、
将来的には SMS の連携も視野に入れ、Te$X$ の数式データをグラフィックデータに変
換する Web サービス 「Codecogs」 を利用する Dashboard ウィジェット開発した。
Codecogs は解像度の指定が可能であるため、HTML5で拡張された input要素の type
属性 $r_{range\rfloor}$ を使い、最大 $500dpi$ までの高解像度数式画像を得られるようにした。
また、 複雑な Te$X$ 形式などの数式表現様式を手軽に扱えるようにするために、 手持
ちの正式情報を Te$X$ や Math$ML$ に変換する 「$Web$ Equation」に Frame 要素を使い
アクセスする Dashboard ウィジェットも開発した。
また、こうした数式表現を各 Dashboard ウィジェットが共有できるように HTML5

の Web ストレージ機能である localstorage を使い HTML ウィジェット問の共有に利
用した。

$iPad$ を用いた手書き数式認識の Web Equation サービスの認識精度は満足できる
ものであり、 $iPad$ のようなタブレット端末における手書き数式表現の可能性を再認
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識させる結果となった。また、2012年 10月に発売された小型の iPad mini において

も利用可能であった。 なお、 Dashboard ウィジェットは HTML5が使えるため、数

式表、現に Math$ML$ を利用することも可能であったが、 上述の Web Equation が出力

する Math$ML$ との相性は満足できるものではなかった。そのため、Codecogs の引数

には Te$X$ データを渡す方法を採用した。

図 2 iBooks で手書き数式変換サービス Web Equation を利用する例 (図上) と

LaTe $X$ を Codecogs で画像データに変換する HTML ウイジェットを用いた例 (図下)
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3 iBooks の現状
アップルは、 1月に引き続き 2012年 10月 23日にも教育向けイベント開催した。

そこで、 1月の iBooks Author発表以来の教育に関する幾つかの数字を示したので、
その一部を以下に示す。

iBook store の電子書籍数は 150万冊

iBook store からの電子書籍のダウンロード数は 4億件
米国の高校の教科書の 80%が iBooks 対応
米国の 2,500の授業で iBooks の教科書が使用されている
こうした数字を見る限り、 iBooks や iBooks Author が教育に対して一定の役割を

果たしているように見える。特に、アメリヵでは教員が iBooks Author で開発した教
科書販売が iBook store で開始されていることも成功の要因のように思える。この 10

月のイベントで、 アップルから iBooks Author や iBooks のバージョンアップ、小型
の携帯情報端末 $iPad$ mini などの発表があった。 ここでは、 その後の iBooks 関連の
動向を交えて報告する。

2.2 アップデートによる数式表現の実現
iBooks Authorのアップデートにょる最も大きな変化のーっが数式表現の実現であ

ろう。この機能により、Multi$-$Touch ブックの本文中に数式を入カすることが可能と
なった。 数式は、Math$ML$ または LaTe$X$ の何れかを用いる。我々が確認した範囲で
は Math$ML$ の方が満足いく結果となった。我々は、数式表現のための Math$ML$ コー

ドを、上述した $iPad$ を使い Web Equation にアクセスする Dashboard ウィジェット
を使って数式を手書きして変換された Math$ML$ を $iPad$ の Evernote 経由で共有し、
Mac 上の iBooks Author で利用する方法を採用することで数式の生産性の向上に寄
与している。

2.3 iBooks を用いた教科書会社
現在、アメリカにおける K12を対象としたデジタル教科書会社は、主に「$BigThree$」

と呼ばれる限られた教科書会社から提供されている。近年、 iBooks Author と HTML
ウィジェットを積極的に活用した 「 $Schoo1$ Yourself」社 2という教科書会社が登場し
たことが話題になっている。 この会社はハーバードや MIT の博士課程を卒業した学
生らにより設立されたが、 従来の教科書に捕われない HTML ウィジェットを積極的
に活用したマルチタッチブックによる内容が評価され注目されている。

2 School Yourself 社，http://schoolyourself.org
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図 3 School Yourself社の HTML ウィジェットを使った iBooks 教科書の例

この他、 「Bookry」 社 3のように iBook Author 用の Dashboard ウィジエットを自

動生成するサービスを提供する会社もある。 関数電卓機能を実現する Dashboard ウ

ィジェットなどを提供している。

2.4 GeoGebra ウイジエット

動的数学ソフトウェア 「 $GeoGebra^{4}$」 が出力した HTML モジュールを Dashboard

ウィジェットにしたサンプルがあったので、 iBooks Author でマルチタッチブックに

してみた。 iBooks Author のウィジエットには $3D$ モデルを回転、拡大縮小する $3D$

ウィジェットがあるが、 HTML ウィジェット上で GeoGebra が出力したファイルを

動かすと、 サイコロの平面図を展開したり折り畳んでサイコロ状にできる。

3 Bookry 社，https:$//$bookry.com
4 GeoGebra 日本，httpes.googe.$comtegeogebraj_{P^{\int}}$
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図 4 GeoGebra の出力結果を HTML ウィジェットに適用した例

2.5 STACK との連携
我々は、 オープンソースの数学オンラインテスト・評価システム 「STACK」 にア

クセスする Dashboard ウィジェットを開発し、 iBooks Author で実装した 5。 iBooks
Author には「練習問題」 ウィジェットが存在するが、これはあくまでも iBooks 上で

練習結果を確認できるものであり、教員が学習過程や成果を確認するような本格的な
e-learning 機能は持ち合わせていない。現在 「 $STACK$」 は Moodle 上で稼働する。
今回はゲストアクセス権で Moodle にアクセスすることで STACK のサービスを利用
したが、アカウントによるアクセスが可能になればマルチタッチブック内で本格的な
e-learning が可能になることが期待できる。

5[参考文献 1]
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図 5 STACK を利用する HTML ウイジェットの例

4 まとめ

iBooks Author は、 登場以来 1年を経ていない新しいソフトウエア環境である。 し

かし、 これまで見てきたようにアメリカを中心、様々な取り組みや応用がされ始めて
いることがわかる。 GeoGebra や STACK など、 これまで培われてきた多くの数学ソ

フトウェアと連携していく可能性があることが判った。また、 HTML ウィジエット

は iBooks Author の可能性を広げるものである。 Dashboard ウィジエットは HTML

と CSS, JavaScript など Web アプリケーション開発で一般的な開発環境で作成する

ことができるなど、開発も容易であり様々なアイデアを実現できる道具として使いこ
なしていきたい。その一方で、 iBooks が $iPad$ 専用の環境であることや、動画像など

を入れるとファイル容量が大きくなり、学習者の環境に影響するなどの問題を指摘す
る意見も少なくない $6_{o}$ マルチタッチブックの今後の動向に注目したい。
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